
 

 

 

 

 

 

   

 

お忙しい中、三者面談にお越しいただきありがとうございました・・ということを、（もっと普通の言葉

でいいけれど）みんなは保護者の方に言えただろうか？そして、夏休みに「○○高校に見学に行きたいんだ！」

と熱意を持って伝えているだろうか？高校進学するのは、あなたで、先生でも親でもありません。自分がや

りたいことをやるためには、それなりに言葉や態度で表現することも、社会に出るための大切なスキルです。

大事なことですから、恥ずかしがらずに、ちゃんと言いましょう。 

「お父さん、お母さん、私のために仕事を休んでくれて（調整してくれて）、 

時間をつくってくれて、学校に来てくれて、ありがとうございました。」 

「私は、○○高校が気になっているので（進学したいので）、高校のイベントに 

参加したいと考えています。イベントに参加させてください。お願いします。」 

 今回の面談は、４月から今までの、生活や学習について振り返るための面談で 

したが、当然「進路をどう考えているか」が重要なテーマでした。もちろん、 

成績だけで、進路、特に「受検（験）する学校」を決めるわけではないと思いますが、選択するときの、 

‘今の自分がどの位置にいるのか’知ることができる重要な基準になります。 

 最終的に、きちんと詰めるのは１２月面談ですが、今回の面談で「方針」や「努力目標」が決まったと思

います。また、面談をきっかけに、各家庭での話し合いができたと思います。現時点の A点（２年学年末評

定を３倍したもの）と B点（実力テストの点数）をもとに、自分の実力を知ったわけですから、夏休みの取

り組み（計画）をしっかり考えましょう。 

●明日２１日に進路通信１０、１１号を配付して、募集案内の読み合わせを行います。 

その通信を持ち帰り、必ず保護者の方と一緒に読んでください。 

シリーズ：心の支えになる言葉５ 

 

 

 

 

 

 

 

  

解説 

 日々忙しい私たちは、ついつい「今がすべて！」「今がんばれば・・」という思いになりがちです。そして、今この

瞬間をがんばることが大事なのも当たり前のことです。 

 でも、私たちは、特に中学３年生は、明日のために生きているのだということを忘れてはいけませんね。 

 上の言葉は、高校吹奏楽部が題材の小説から。吹部に限らず、部活 LOVE の人には、この夏ぜひ読んで欲し

いです。                                                       （文責 進路担当：清川） 

 令令和和５５年年度度（（２２００２２３３年年度度））      学学校校教教育育目目標標「「共共にに、、学学びび・・考考ええ・・行行動動すするる生生徒徒」」    
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日本の小説家 額賀 澪（ぬかが みお）さんの本から 

 

～  好きなものを好きでいるためには、覚悟が要るんだ。我慢や努力が要る。 

   今日という時間がどれだけよいものだったかを決めるのは、明日以降の自分だ。 

   だから、今日のためだけに生きるな。 ～ 

                           額賀 澪「風に恋う」 

    

 

 

 


